





























































































本によって，潜在的正機能も潜在的逆機能も生じる」（知見 2）とは言えない．知見 2 と主
張するには，同一集団から得られた証拠が必要となる．ここで重要なのは，知見 1 と知見








































































- 6 - 
 




































が，橋渡し型の構造的社会関係資本（外部の異類結合）の形成を阻害する（3 行 3 列目）
















































構造的社会関係資本 ＋    
集団レベルの 
構造的社会関係資本 ＋  －  
個人レベルの 
認知的社会関係資本   － ＋ 
集団レベルの 
































































個人レベルと集団レベル双方の社会関係資本が存在する．本稿の分析結果（第 3 章～第 5
章）から，機能を発現する側面（構造的・認知的側面）は異なるものの，結束型集団にお
ける集団レベルの社会関係資本の機能が，一貫して確認された．もし，その他の結束型集
団においても，集団レベルの社会関係資本の機能が一定ていど存在しうるならば，次の 2
つの可能性が示唆されるだろう．第 1に，個人レベルの集団参加の平均値をコミュニティ
レベルの集団参加の指標として用いた研究では，集団参加の機能を十分に捉えきれていな
い可能性がある．その場合，従来の集団参加変数の操作化を改善することが求められると
同時に，改善後の変数を用いて既存の知見を再検証する必要が生じるだろう．第 2 に，コ
ミュニティレベルの社会関係資本の機能だと思われてきたものは，実は先行研究で捉え損
ねてきた集団レベルの社会関係資本の機能が反映されたものに過ぎないかもしれない．つ
まり，あるコミュニティの住民が健康だったり一般的信頼が高かったりするのは，コミュ
ニティ内外の特定集団における集団レベルの機能の恩恵を受けた健康良好・高信頼の住民
が集合（平均化）しているからであって，そのコミュニティ自体の社会関係資本の機能は
存在しない可能性も十分に考えられる．ならば，今後は，それらの集団内部における社会
関係資本がコミュニティの社会関係資本たる外部性をもつか否かや，外部性をもつ条件を
特定することが重要な課題となろう．このように，コミュニティレベルの社会関係資本の
機能については，集団内部の集団レベルの社会関係資本の機能も考慮して，再評価する必
要があるだろう． 
 
